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事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
皆
さ
ま

始
め
ま
せ
ん
か「
青
色
申
告
」

青
色
申
告
の
特
典（
主
な
も
の
）

①
青
色
申
告
特
別
控
除

②
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費

算
入

③
純
損
失
の
繰
越
と
繰
戻
し

青
色
申
告
の
手
続
き　
「
青
色
申
告
承

認
申
請
書
」を
、
青
色
申
告
を
し
よ

う
と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま
で（
新

た
に
事
業
を
始
め
た
方
は
開
業
し
た

日
か
ら
２
カ
月
以
内
）に
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

T　
東
金
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

�

☎
０
４
７
５（
５
２
）３
１
２
１

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）を
所
有
・

取
得
さ
れ
た
方
へ
申
告
の
お
願
い

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物
・
機
械
・

工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
を
い

い
ま
す
。

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ

く
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の
事

業
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
1
月
31
日

ま
で
に
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
と
な
る
代
表
的
な
資
産

太
陽
光
発
電
設
備

事
業
の
た
め
に
設
置
し
た
太
陽
光
発

電
設
備（
売
電
収
入
の
有
無
を
問
わ
ず
）

※
住
宅
の
屋
根
等
に
設
置
し
た
発
電
出

力
が
10
㌗
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
用
に
供
す
る
資
産

製
造
設
備
・
店
舗
什
器
・
医
療
機

器
・フ
ェ
ン
ス
・看
板
・外
構
工
事
等
。

（
い
ず
れ
も
リ
ー
ス
品
を
除
く
）

詳
し
く
は
課
税
課
資
産
税
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
課
税
課
�
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
２

台
風
⓯
号
お
よ
び
台
風
⓳
号
の

被
害
で
家
屋
を
取
壊
し
た
方
へ

毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）に
家
屋

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
は
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
台
風
に
伴
い
、
課
税
さ
れ
て

い
る
家
屋
で
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
を
取
り
壊
し
た
方
や
建
物
滅
失
登
記

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
必
ず
、
課
税

課
資
産
税
係
に「
家
屋
取
壊
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
取
壊
届
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

課
税
課
資
産
税
係
窓
口
に
て
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

T　
課
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
２

ナ
リ
タ
エ
ア
ポ
ー
ト 

ク
リ
ス
マ

ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

今
年
で
25
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
成

田
空
港
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
。

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
バ

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
サ
ン
タ
だ
ら
け
の
ツ

リ
ー
点
灯
式
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
な
ど
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

会
場
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
店
や

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
可
愛
い
ら
し
く

飾
り
付
け
た
ミ
ニ
ツ
リ
ー
が
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
田
空
港
で
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
12
月
14
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
６
時（
ス
テ
ー
ジ
は
午
前
11
時

開
始
）

場　

所　

成
田
国
際
空
港
第
２
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前 

中
央
広
場

T�　
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局（
成
田
国
際
空

港（
株
）地
域
共
生
部
内
）

�

☎
０
４
７
６（
３
４
）５
８
５
８

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　

�

大
阪

成
田
空
港
を
中
心
と
し
た
地
域
に
在

勤
・
在
住
す
る
方
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

期　
日　
２
月
29
日
㈯
～
３
月
１
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

募
集
人
数　
男
女
各
20
人

参
加
費　
男
性
４
万
４
８
０
０
円

　
女
性
３
万
９
８
０
０
円

対
象
者　
25
～
40
歳
ま
で
の
独
身
者
で

成
田
空
港
圏
９
市
町
※
の
在
勤
者
ま

た
は
在
住
者
の
方（
女
性
は
在
住
希

望
者
も
可
）

※
成
田
空
港
圏
９
市
町　
成
田
市
・
富

里
市
・
香
取
市
・
山
武
市
・
栄
町
・

神
崎
町
・
芝
山
町
・
横
芝
光
町
・
多

古
町

申
込
開
始
日　
12
月
２
日
㈪

�

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

S�

・
T　
成
田
国
際
空
港
圏
交
流
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局（
多
古
町

企
画
空
港
政
策
課
内
）

�

☎
０
４
７
９（
７
６
）５
４
０
９

�

※
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く

　

m
kuukou@

tow
n.tako.chiba.jp

催
し・募
集

in
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行政からの
お知らせ

information

「
さ
ん
む
ド
リ
ー
ム
創
業
塾
」

�

～
第
６
期
生
募
集
～

創
業
・
起
業
し
た
い
方
・
女
性
・
シ

ニ
ア
・
学
生
な
ど
幅
広
く
ご
参
加
く
だ

さ
い（
1
月
12
日
㈰
の
基
調
講
演
は
だ

れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
）。

時　
間

　
基
調
講
演
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

　
創
業
塾
：
午
後
１
～
６
時

場　
所　
山
武
市
商
工
会

参
加
費　
無
料

定　
員　
20
人（
基
調
講
演
は
50
人
）

主　
催　
山
武
市
商
工
会

協　
力　
山
武
市

申
込
方
法　
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
10
日
㈮

T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
開
催
イ
ベ
ン
ト

初
日
の
出
鑑
賞
会

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
か
ら
令

和
２
年
の
初
日
の
出
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

日　
時　
１
月
１
日（
水
・
祝
）　
午
前

６
時
屋
上
開
放（
荒
天
中
止
）

定　
員　
１
５
０
人
程
度

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
整
理
券
配
布
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
当
日
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

越
し
く
だ
さ
い（
見
学
者
多
数
の
場

合
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）。

※
問
い
合
わ
せ
は
当
日
午
前
５
時
30
分

～
６
時

T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

「
女
性
が
輝
く
た
め
に
大
切
な
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」講
演
会

大
網
白
里
市
出
身
の
元
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、森
順
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
時　
12
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場　
所　
大
網
白
里
市
保
健
文
化
セ
ン

タ
ー
３
階
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ
大
網
駅
か

ら
徒
歩
12
分
）

講　
演　
「
女
性
が
輝
く
た
め
に
大
切

な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

定　
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

託　
児　
無
料（
定
員
５
人
、
申
込
先

着
順
、
対
象
は
１
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
）。
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
12

月
13
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
要
申
込
。

そ
の
他　
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

S�

・
T　
大
網
白
里
市
地
域
づ
く
り
課

�

☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
２

�
F
０
４
７
５（
７
２
）８
４
５
４

m
chiiki@

city.oam
ishirasato.lg.jp

　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
４
２
０
）８
４
１
１

�

F
０
４
３（
４
２
０
）８
５
８
１

m
kenkyouse@

m
z.pref.chiba.lg.jp

市
民
提
案
型
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い
in

さ
ん
む
」
開
催
の
お
知
ら
せ�

ご
家
族
の
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い

る
方
々
の
交
流
の
場
で
す
。

日　
時　
12
月
17
日
㈫
午
後
２
～
４
時

場　

所　

成
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
武
市
白
幡
１
６
２
７　

山
武
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

対
象
者　
山
武
市
お
よ
び
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
ご
家
族（
定
員
10
人
程
度
）

申
込
方
法　
氏
名
、住
所
、連
絡
先
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に

て
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

ク（
担
当　
荻
野
・
赤
堀
）

�

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
１

�

F
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
８

　
　
　

m
info@

npo-link.jp

項目 実施日 内容

基調講演 １月12日㈰

【創業・事業継承に役立つセミナー】講師：新規事業コンサルタント　遠藤貴子　先生
テーマ：固定観念の打破！新たな価値を創造するために
「ちょっと贅沢な、あられ」を展開する「株式会社つ・い・つ・い」を起業した経験や「起業家×女性
×グローバル×子育て世代」という独自の視点を通じて、0から物事を形にすることについてわかり
やすく解説します。

創業塾

１月19日㈰ ①創業基礎Ⅰ（創業、第二創業の心構えと準備について学ぶ）
②�創業基礎Ⅱ（自分のやりたいことと顧客・市場ニーズをてらし合わせ、目標を明確化してみよう）

１月26日㈰ ③経営基礎Ⅰ（今どんな商品やサービスが売れているか、今後求められるものは何かを学ぶ）
④経営基礎Ⅱ（マーケティングリサーチ・販売促進・インターネットを活用した販売手法を学ぶ）

２月 ２日㈰
⑤�会計・税務（帳簿付けや決算申告書の作り方など会計の基礎、所得税・消費税などの仕組み
を学ぶ）
⑥�創業実務（資金調達、法人設立、許認可など創業準備に係る各種手続きや事業承継制度につ
いて学ぶ）

２月 ９日㈰
⑦�人事・法務（従業員を雇うことにより重要になる労働法規や労働保険・社会保険の仕組みについ
て学ぶ）
⑧実習（創業塾で学んだことを踏まえて実際に事業計画を立てよう）

� ※内容・時間は変更になる場合がありますので、ご了承ください。



15 広報さんむ2019.12月

中
華
ま
ん
講
習
会

山
武
市
特
産
の
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
具

に
し
た
ね
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
と
、
あ
ん
ま

ん
を
作
り
ま
す
。

日　
時　
①
12
月
11
日
㈬　
午
前
11
時

～
午
後
１
時
②
12
月
20
日
㈮　
午
前

11
時
～
午
後
１
時

場　
所　
成
東
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指

導
室

定　
員　
先
着
16
人	

負
担
金　
５
０
０
円

用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
お
持
ち
帰
り
用
の
容
器

主　
催　
ア
グ
リ
さ
ん
む
成
東
支
部

S�

・
T　
農
林
水
産
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

新
婚
さ
ん
の
新
居
に
か
か
る
費

用
を
補
助
し
ま
す
！

主
な
対
象
条
件

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
入
籍
さ

れ
た
方
で
お
二
人
の
所
得
の
合
計
が
３

４
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

◆
所
得
の
計
算
方
法
は
？

平
成
30
年
度
所
得
証
明
書（
平
成
29

年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
収
入
）

に
よ
る
所
得
の
合
計
額
で
す
。
離
職
し

て
い
る
方
は
計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

◆
所
得
３
４
０
万
円
未
満
は
収
入
で
は

い
く
ら
？

お
二
人
の
所
得
の
種
類
や
額
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

例　
給
与
収
入
の
み
の
世
帯

①�

ど
ち
ら
か
に
収
入
が
あ
る
と
き

　
４
９
２
万
８
０
０
0
円
未
満
の
世
帯

②�

お
二
人
に
収
入
が
あ
る
と
き�
�

約
５
３
０
万
円
程
度
の
世
帯

対
象
費
用

㋐�

結
婚
を
き
っ
か
け
に
新
た
に
住
宅
を

買
う
と
き
、
ま
た
は
借
り
る
と
き
に

か
か
る
費
用

㋑
引
越
し
業
者
な
ど
に
支
払
っ
た
費
用

補
助
額

a.
お
二
人
と
も
満
34
歳
以
下
の
場
合

　
㋐
㋑
を
合
わ
せ
て
最
大
50
万
円

b.
ａ
以
外
の
場
合

　
㋐
㋑
を
合
わ
せ
て
最
大
35
万
円

必
要
な
手
続
き
や
書
類
等
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

H
https://w

w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/4/kekkonseikatu.htm
l

令
和
２
年
度　
医
学
生
・
看
護
学
生

�

奨
学
金
等
貸
付
者
募
集

市
で
は
将
来
医
師
・
看
護
師
・
助
産

師
と
し
て
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
し
よ
う
と
す
る
医
学
生
・
看
護
学
生

等
に
対
し
、
修
学
等
に
必
要
な
奨
学
金

等
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。
選
考
方
法
は

書
類
・
面
接
に
よ
る
審
査
で
す
。
募
集

要
項
、
必
要
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
医
学
生

申
請
資
格　
市
内
に
５
年
以
上
住
所
を

有
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ん
む
医
療

セ
ン
タ
ー
で
診
療
業
務
に
従
事
す
る

意
思
の
あ
る
医
学
部
大
学
生
、
臨
床

研
修
医
、
大
学
院
生（
他
の
奨
学
金

と
の
併
用
不
可
）。

貸
付
額
お
よ
び
募
集
人
数

　
奨
学
金　
月
額
20
万
円（
２
人
）

　
修
学
一
時
金　
１
０
０
０
万
円

�

（
奨
学
金
申
込
者
の
う
ち
１
人
）

対　
象　
大
学
１
～
６
年
生
お
よ
び
臨

床
研
修
医
ま
た
は
大
学
院
生（
修
学

一
時
金
は
大
学
１
～
６
年
生
の
み
）

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
大
学

卒
業
、
臨
床
研
修
修
了
ま
た
は
大
学

院
課
程
修
了
ま
で
。

申
請
期
限　
３
月
25
日
㈬

奨
学
金
の
償
還
免
除　
貸
付
期
間
と
同

期
間（
１
年
未
満
の
月
数
は
１
年
と

し
ま
す
）、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
償
還

お
よ
び
利
息
を
免
除
し
ま
す（
修
学

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
ま

た
は
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
月

の
翌
月
か
ら
10
年
以
内
に
償
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）。

◆
看
護
学
生

申
請
資
格　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
で

看
護
業
務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る

看
護
学
生（
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
奨
学
金
制
度
と
併
用
可
）。

奨
学
金　
月
額
５
万
円

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
、
看

護
師
等
養
成
施
設
課
程
修
了
の
月
ま

で（
４
年
を
限
度
と
し
ま
す
。
養
成

施
設
高
等
学
校
の
場
合
は
５
年
）。

募
集
人
数　
看
護
師
・
助
産
師
10
人

申
請
期
限　
２
月
21
日
㈮

奨
学
金
の
償
還
免
除　
看
護
課
程
を
修

了
し
、
看
護
師
免
許
ま
た
は
助
産
師

免
許
を
取
得
後
、
直
ち
に
貸
付
期
間

と
同
期
間（
１
年
未
満
の
月
数
が
あ

る
と
き
は
こ
れ
を
１
年
と
し
ま
す
）、

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
た

と
き
、
奨
学
金
の
償
還
お
よ
び
利
息

を
全
額
免
除
し
ま
す
。

S�

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

H
http://w

w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/27/
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行政からの
お知らせ

information

平
成
㉚
年
度　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
・

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
決
算

�

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合

令
和
２
年
度
入
札
参
加
資
格

�

審
査
申
請
書
追
加
受
付

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
委
託
、
物
品
購
入
の
入
札

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
令

和
２
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
14
日
㈫
～
31
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
～
午
後
５
時
）

申
請
書
類　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
総

務
課
総
務
係
窓
口
で
配
布

申
請
方
法　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

S�

・
T　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合

　
総
務
課
総
務
係　

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）９
１
３
１

H�http://w
w
w
.clean-togane-

chiba.jp

認
知
症
啓
発
事
業

「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
上
映
の
お
知
ら
せ�

娘
で
あ
る「
私
」の
視
点
か
ら
、
認
知

症
の
患
者
を
抱
え
た
家
族
の
内
側
を
丹

念
に
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー（
上

映
時
間
１
０
２
分
）

日　
時　
１
月
22
日
㈬

①
開
場
午
後
１
時
30
分
・
開
演
午
後
２

時
②
開
場
午
後
６
時
・
開
演
午
後
６

時
30
分

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
２
階
視
聴
覚
室

定　
員　
１
回
に
つ
き
１
０
０
人
ま
で

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
高
齢
者
福
祉
課

窓
口
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

や
さ
し
い
お
も
い
で
さ
さ
え
あ
お
う
会

（
事
務
局 

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）７
１
０
２

山武郡市環境衛生組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 573,000,000 議会費 189,474

使用料及び手数料 177,291,500 総務費 132,672,229

財産収入 15,838,041 衛生費 668,415,291

繰入金 60,000,000 公債費 16,877,494

繰越金 26,932,564 予備費 0

諸収入 2,519,436

合計 855,581,541 合計 818,154,488

問　山武郡市環境衛生組合　☎0479（86）3516

東金市外三市町清掃組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 952,187,000 議会費 846,244
財産収入 4,774 総務費 1,200,124,476
繰入金 0 諸支出金 4,774
繰越金 239,719,422 予備費 0
使用料及び手数料 164,170,050
諸収入 56,281,185
国庫支出金 2,916,000
合計 1,415,278,431 合計 1,200,975,494

問　東金市外三市町清掃組合　☎0475（55）9131

新
元
号
「
令
和
」
の
文
字
は
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
奪
い
破
ら
れ
号
外
の
舞
う�

髙
﨑
ヨ
シ
子

梅
雨
明
け
て
極
暑
の
予
報
聞
く
朝　

対
策
思
う
は
老
い
の
身
な
れ
ば�

前
田　

一
夫

迎
え
火
も
送
り
火
の
夜
も
帰
省
の
子
声
の
に
ぎ
や
か
夜
も
更
け
た
り�

渡
辺
美
佐
夫

半
月
の
雫
今
に
も
落
ち
そ
う
な　

沸
き
立
つ
よ
う
に
鈴
虫
鳴
け
る�

木
村　

和
子

夜
店
に
て
孫
に
綿
菓
子
買
う
爺
の
や
さ
し
き
目
尻
忘
れ
が
た
し
も�

大
竹
み
さ
を

避
難
訓
練
の
放
送
き
き
つ
つ
ぷ
つ
く
ん
と
出
で
て
か
い
つ
ぶ
り
ぽ
く
ん
と
潜
る�

森　

み
ず
え

こ
の
家
に
生
き
て
い
る
の
は
一
匹
の
小
さ
き
金
魚
と
九
十
の
媼�

森　

芳　

子

台
風
の
さ
り
し
翌
日
小
川
に
は
き
ら
り
鱗

う
ろ
く
づ

ひ
か
り
て
見
ゆ
る�
遠
藤
千
枝
子

　
　
短
歌
「
左
千
夫
短
歌
会
・
鈴
の
会
」
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　　　　○公共施設○
施設・業務名 最終業務日 業務開始日

市役所
（出生届・死亡届などは
受け付けます）

12月27日㈮ 1月6日㈪

出張所 12月27日㈮ 1月6日㈪
文化会館
（成東文化会館・さん
ぶの森文化ホール）

12月27日㈮ 1月5日㈰

図書館 12月28日㈯ 1月5日㈰
歴史民俗資料館 12月28日㈯ 1月4日㈯
成東中央公民館 12月28日㈯ 1月4日㈯
蓮沼公民館 12月28日㈯ 1月4日㈯
松尾公民館 12月28日㈯ 1月4日㈯
スポーツ施設 12月28日㈯ 1月4日㈯
国保日向診療所 12月27日㈮ 1月6日㈪
さんぶの森元気館 12月28日㈯ 1月4日㈯
蓮沼健康増進室 12月28日㈯ 1月4日㈯

施設・業務名 最終業務日 業務開始日
基幹バス
乗合タクシー 12月28日㈯ 1月4日㈯

グリーンタワー 12月28日㈯ 1月4日㈯
し尿収集業務 12月27日㈮ 1月6日㈪
火葬業務 12月31日㈫ 1月4日㈯
※�し尿処理について年内に臨時の収集を希望する
場合は、12月 13日㈮までにご連絡ください。

T　し尿収集業務　環境アクアプラント☎ 0475(54)0531
　　火葬業務　　　広域斎場　 ☎ 0475(55)6360

年末年始のリサイクル倉庫
倉庫場所 最終開放日 開放開始日

山武市役所 閉鎖日はありません

山武出張所
松尾出張所
蓮沼出張所

12月27日㈮ 1月6日㈪

　　　○ごみ収集○
T　環境保全課　☎ 0475(80)1161
◇成東地域にお住まいの方
○ごみ集積場での収集

収集品目 年末最終日 年始開始日

可燃ごみ
12月31日㈫ま
での各地区指
定曜日

１月４日㈯
から通常の
収集となり
ます。

資源ごみ
12月27日㈮
までの各地区
指定曜日

不燃ごみ
12月28日㈯
までの各地区
指定曜日

※収集は、各地区指定曜日までです。

○粗大ごみの戸別収集
S　東金市外三市町環境クリーンセンター 

粗大ごみ受付　☎ 0475(50)5301

収集地区 年内回収の
受付締切日

年始開始の
受付日

緑海・鳴浜 12月18日㈬
1月6日㈪大富・南郷 12月19日㈭

成東 12月20日㈮
※�年内締切日以降または回収の申込件数が50件以上
になった場合は、１月６日㈪以降の回収となります。
○粗大ごみの持込み（自己搬入）
T　東金市外三市町環境クリーンセンター　

自己搬入受付　☎ 0475(55)9141
年末最終日 12月27日㈮ 年始開始日 １月8日㈬
※�年末は混雑が予想されますので、自己搬入はお早
めにお願いします。

◇山武、松尾、蓮沼地域にお住まいの方
○ごみ集積場での収集
＜可燃ごみの収集＞
地域名 年末最終日 年始開始日
松尾地域 12月31日㈫ １月７日㈫
山武地域 12月28日㈯ １月４日㈯
蓮沼地域 12月30日㈪ １月６日㈪

＜不燃・資源・有害ごみの収集＞
地域名 年末最終日 年始開始日
松尾地域 12月23日㈪ １月13日（月・祝）
山武地域 12月16日㈪ １月６日㈪
蓮沼地域 12月23日㈪ １月13日（月・祝）

○粗大ごみの自宅回収
S　山武郡市環境衛生組合　☎ 0479(86)3516
回収日の前日までに電話申し込みしてください。
地域名 年末最終回収日 年始開始日
松尾地域 12月27日㈮ １月17日㈮
山武地域 12月20日㈮ １月10日㈮
蓮沼地域 12月27日㈮ １月17日㈮

○粗大ごみの持込み（自己搬入）
S　山武郡市環境衛生組合　☎ 0479(86)3516
持ち込む当日に電話申し込みしてください。
年末最終日 12月27日㈮ 年始開始日 １月6日㈪

年  末  年  始 の業務日程
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　 Child-nurturing    column

も
の
づ
く
り
の
魅
力

元
号
が
平
成
に
な
っ
た
こ
ろ
、
私
は

中
学
校
の
美
術
教
師
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
三
十
数
年
「
も
の
づ
く
り
」
を

と
お
し
て
教
育
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
今
強
く

思
う
こ
と
は
、「
子
ど
も
の
感
性
や
創

造
性
」
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
学
校
の

授
業
で
す
か
ら
、
材
料
や
テ
ー
マ
は
先

生
か
ら
示
さ
れ
ま
す
が
、
も
の
づ
く
り

に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
心
と

向
き
合
っ
て
、
五
感
を
使
っ
て
、
自
分

だ
け
の
表
現
を
追
究
し
て
い
く
。
そ
れ

が
図
画
工
作
科
や
美
術
科
の
魅
力
で

す
。

豊
か
な
感
性
と
想
像
力
を
の
ば
す

も
の
づ
く
り
の
授
業
が
は
じ
ま
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
目
が
輝
き
始
め
ま

す
。
集
中
し
だ
す
と
、
お
し
ゃ
べ
り
す

る
人
も
い
ま
せ
ん
。
指
導
者
が
考
え
る

想
定
を
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、
軽
々

と
越
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

の
感
性
と
出
会
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
代
え
が
た
い
喜
び
で
し
た
。
子
ど
も

は
本
来
お
絵
描
き
や
も
の
づ
く
り
が
大

好
き
で
す
。幼
児
に
粘
土
を
与
え
れ
ば
、

大
喜
び
で
す
。
土
の
柔
ら
か
い
感
触
を

楽
し
ん
だ
り
、
偶
然
で
き
た
形
を
、
何

か
に
見
立
て
た
り
、
時
間
を
忘
れ
て
遊

べ
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
と
い
え
ば
、
ゲ
ー
ム
が
全
盛
期
を
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
の
な
り
た
い
職
業
は

１
位
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
２
位
「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
マ
ー
」
３
位
「
ゲ
ー
ム

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
の
こ
と
。
実
体

の
な
い
仮
想
現
実
の
世
界
の
広
が
り

に
、
の
み
こ
ま
れ
て
い
く
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
人
工

知
能
が
人
間
の
職

業
を
奪
っ
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
か
に
技

術
が
進
歩
し
よ
う

と
も
、
人
工
知
能
が
行
っ
て
い
る
こ
と

は「
目
的
を
与
え
ら
れ
た
上
で
の
処
理
」

で
あ
っ
て
、
目
的
を
考
え
て
い
る
の
は

あ
く
ま
で
も
人
間
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
豊
か
な
感
性
と

創
造
力
を
駆
使
し
て
、
目
的
を
生
み
出

す
力
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。ス

マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
を
与
え
る
時
期

が
、ど
ん
ど
ん
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。

泣
き
止
ま
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
ス
マ
ホ
で

動
画
を
見
せ
る
子
育
て
も
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
を
育

て
る
た
め
に
、自
然
の
素
材
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
「
も
の
づ
く

り
」
を
遊
び
の
中
心
に
据
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
力

「
も
の
づ
く
り
」
に
親
し
ん
で
育
っ
た

子
ど
も
は
、
生
き
て
い
く
上
で
、
大
切

な
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
自
分
に
自
信
を
持
て
る

・
手
先
が
器
用
に
な
る

・
集
中
力
が
つ
く

・
忍
耐
力
が
強
く
、
丁
寧
に
作
業
す
る

・
計
画
や
段
取
り
す
る
力
が
身
に
つ
く

・
気
が
利
く
、
気
働
き
が
で
き
る

三
十
数
年
子
ど
も
た
ち
を
見
て
き

て
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
て
み
ま
し

た
。
特
に
最
初
に
挙
げ
た
「
自
分
に
自

信
を
持
て
る
」
に
関
し
て
は
、
も
の
づ

く
り
の
効
用
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

今
ま
で
に
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
子

ど
も
た
ち
に
も
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
自
己
肯
定
感
の
低
い
子
ど
も
が
多

く
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に

は
、言
葉
で
あ
れ
こ
れ
諭
す
よ
り
も「
も

の
づ
く
り
」
が
効
果
的
で
す
。

木
工
芸
や
陶
芸
な
ど
で
、
生
活
に
役

立
つ
も
の
を
自
分
の
手
で
つ
く
り
だ
す
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
が
目
で
見
え
る
、
手

で
触
れ
る
作
品
に
仕
上
げ
た
時
の
充
実

感
は
、
彼
ら
の
心
に
自
信
を
取
り
戻
す

力
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
幼
児
期
の
子
育
て
に
は
、
親
子

が
一
緒
に
な
っ
て
「
も
の
づ
く
り
」
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
大
人
に

な
っ
た
ら
描
け
な
い
、
子
ど
も
の
感
性

豊
か
な
絵
を
、
多
く
の
大
人
に
見
守
っ

て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
い
っ
ぱ
い
ほ
め

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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が
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て
る
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な
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